
日頃より日本水フォーラムの取組みに関し、ご理解・ご協力をいただきありがとうございます。

さて、水に関する世界最大級の国際会議として、世界水フォーラム（詳細：次ページ）が2024年5月にインドネシア（バリ）において開催が予

定されています。

世界水フォーラムでは、世界中の水に関する関係者が一堂に集い、水と衛生に関わる様々な問題（水災害を含む）への対処について議論され

ます。第3回の日本開催を契機に参加国数、参加者数が増え、今回は参加者数が１万7千人以上が見込まれるなど、注目度が高まりました。

第10回となる今回は、水に関する議論の場が設置されるとともに、”展示会”が開催される予定であり、日本は、官民合同の日本パビリオ

ンの設置を進めているところです。

インドネシアは、長年、ODA等で協力体制を構築している国であり、現在の世界４位の数を誇る人口は、今後も増えることが見込まれて

います。また、首都移転に向けた準備も進められており、インフラの整備についても活発な状況です。

ついては、この世界水フォーラムにおいて、日本が有する経験・技術を発信し、SDGs等の国際目標達成への貢献や世界の水問題の解決へ

の貢献を通じ、日本の存在感を国際社会に示すとともに、水関連技術の海外展開に資することを目指しています。インドネシアのバスキ大

臣からは、展示会を含めた世界水フォーラム全体に対しての、日本の積極的な協力・参加を期待する旨の発言があったと聞いています。

つきましては、この度、展示会の準備についてご案内したく、現状をまとめました。

今後は、出展をご希望される企業・団体様へ、出展募集に向けたご案内を行っていく予定です。

現地での参加がむずかしい場合も、動画上映等の手段により周知が可能となっています。

ご多用のところ恐れ入りますが、ご一読・ご出展のご検討等のほど、何卒宜しくお願い申し上げます。

特定非営利活動法人 日本水フォーラム

「第10回世界水フォーラム 日本パビリオン」 への出展等についてのお願い

日本水フォーラム
ホームページ 1

（パビリオンに関するお問合せはこちら）
日本水フォーラム パビリオン担当 天野、常宗、福田、浅井

TEL : 03-5654-8040   mail : jwf-world10th@waterforum.jp

＊（ご参考）日本水フォーラムホームページ
「第10回世界水フォーラムへの参画」について



日本パビリオンの様子（第７回世界水フォーラム） 過去の開催地（世界水フォーラム ホームページより抜粋）

【世界水フォーラム概要】
主催者：世界水会議（WWC）※

参加者：各国元首・閣僚級を含む政府機関、国際機関・企業・
NPO等
３年に１度、世界水の日（3月22日）前後に開催
世界中の水に関する関係者が一堂に集い、水に関わる様々な問
題への対処について議論。第３回の日本開催を契機に参加国数、
参加者数が増え、注目度が高まった。
これまで、日本より皇太子殿下（当時）のご臨席、ビデオメッセージ
による天皇陛下のご参加をいただいているところ

※水分野の専門家や国際機関の主導のもと1996年に設立された国際NGO

【日本の参加目的】
多くの参加者が水をテーマに集まる世界水フォーラムにおいて、日本が有する経験・技術を発信
し、SDGｓ等の国際目標達成への貢献や世界の水問題の解決への貢献を通じ、日本の存在感
を国際社会に示すとともに、水関連技術の海外展開に資する。
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【第10回世界水フォーラム】
・開催日 ：2024年5月18日～24日

・会 場 ：インドネシア・バリ ヌサデゥアコンベンションセンター

・テーマ ： water for Shared Prosperity （繁栄を共有するための水）

・プログラム ： 公式セッション、ハイレベルパネル、テーマ別セッション
特別セッション、サイドイベント、展示・フェア等

・参加者 ：世界各国の政治家、多国籍機関、学術、民間部門等から17,000人以上の見込み

・公式サイト： https://worldwaterforum.org/
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【開催地インドネシアの概要】
人口： 約2.70億人

面積： 約192万 km2

言語：インドネシア語

1人当たり名目GDP：4,349.5米ドル
（2021年、出典：外務省HP）



世界水フォラームは、主に、３つのプロセス と展示会（パビリオン）で構成。
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スケジュール

※世界水フォーラムの開催期間は、5/18～ 5/24。
うち、展示会は、5/19～5/23の５日間の予定
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タッチパネル
（案内図）
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ⅰ）常設展示

※配置等の詳細は、応募状況等を踏まえて、調整予定です。

パビリオン レイアウト（イメージ※）

商談
スペース等

動画上映
パネル
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パビリオン 出展形態

＜(出展形態ⅰ)常設展示での出展＞

＜(出展形態ⅱ)動画上映での出展＞

＜(出展形態ⅲ)イベント、プレゼンテーションスペースでの出展＞

（料金について）
・1枠（10分の放映※）にあたり、30万円程度を予定

※１枠の応募で、1日あたり2回以上上映するよう、プログラムを構成予定です。

（その他）
・事務局が上映を担当いたします。現地出張ができない場合でも、出展いただけます。
・作成いただいた動画は、別途、オンラインを活用するなど、視聴機会を拡大予定です。

(料金について)
【４㎡の場合】：1枠あたり、220-250万円程度を予定
【２㎡の場合】：1枠あたり、130-150万円程度を予定
（共有スペース（商談スペース等）※の利用も可能とする予定です）

※通行の妨げにならない範囲で、周辺の通路等の利用含む

★上記のほか、
①日本パビリオンの窓口・案内場所として、総合受付を設置予定です。
②インドネシア語・英語でのコミュニケーションを補助する運営スタッフを配置予定です。

★今後、出展募集を開始致します。詳しくは、日本水フォーラムホームページをご覧ください。
★お支払いのタイミングは年度内と年度明け（例えば２月末と４月末）のように、複数にする予定です。

出展形態ⅰのイメージ

出展形態ⅲのイメージ

（料金について）
・1枠（30分×3コマ＝90分）あたり、40万円程度を予定
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※現在、精査中です。今後開始する「出展募集」までに確定いたします。
(情報は、日本水フォーラムホームページ(1ページご参照)に随時掲載してまいります)

※

※

※

※

日本水フォーラム
ホームページ



【補足情報】◆（出展形態 ii ）動画上映について

①意義： 水に纏わる日本の技術やサービス、 日本企業のESGへの取組み等を世界へ発信します。

②手段： (a)日本パビリオン内でのモニター上映、動画拡散
        (b)日本水フォーラムウエブサイトの特設ページの活用 （検討中）

③メリット：
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第10回世界水フォーラム参加者は、１７，０００人以上(主催者発表)を見込んでおり、
日本パビリオンへの動員数は、のべ４，０００人規模を想定しています。

１枠（１０分）の応募で、開催期間（５日間）を通して、
受付近くの大型モニター（４３“ｘ２枚）で １日あたり２回以上※、上映いたします。（Min．20分/日×５日間）
※上映プログラムの調整やモニターの増設により、上映回数の追加を検討中です。

事務局が上映を担当いたしますので、現地出張ができない場合でも出展いただけます。

作成いただいた動画は、パビリオン来訪者はじめ、日本水フォーラム現地出張者が交流する方々に
幅広く配布するほか、かつ、日本水フォーラムの特設ページで掲載する等、別途、視聴機会を拡大いたします。

先般実施した意向調査結果を踏まえ、出展者さまの負荷を軽減しつつ、日本の技術やサービス等をより広範囲に
発信するため、動画上映に関する出展料金を抑えることを検討しています。
現地参加の方はもちろん、日本からの出展参加をお待ちしています。



*パビリオン来訪者等々に積極的に情報展開。

【補足情報】◆（出展形態 ii ）動画上映について （a）

(a)日本パビリオン内でのモニター上映、及び動画拡散:

日本パビリオン製作イメージ （写真は第７回の様子）

+

パビリオン内の複数のモニターにおいて、
水に纏わる日本の技術やサービス、 日本企業のESGへの
取組み等を世界へ発信します。

パビリオン参加者に対する、QRコード
の配布等により、手元の携帯等でも
閲覧可能とし、機会を増加させます。

※この画像はイメージです
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